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１　ご挨拶

会長　　高橋　信行

　余寒の候、皆様におかれましては、ますますご繁栄のこととお喜び申し上げます。

　連絡協議会の活動に対しましては、平素よりなみなみならぬご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

　さて、今年度もそろそろ終わりを迎えます。皆様の団体では、どのような１年だったでしょうか。

　この１年、連絡協議会では様々な問題に取り組んできました。会長として特に重点を置いた項目をいくつか取り上げて説明をしたいと思います。

１、全国盲ろう者協会（以下「協会」）と連絡協議会の違いを理解してもらうこと

　昨年のニューリーダー育成研修会や各ブロック会議において、このことを取り上げていただきました。協会は盲ろう者を応援する団体であり、連絡協議会は盲ろう者の当事者団体である。この二つの団体が連携して活動していくことで、日本の盲ろう者福祉をより一層推進させていくことができるということをご説明申し上げました。

　協会と連絡協議会の違いをまだ、理解できていない方もいらっしゃるかもしれませんが、そうした方には、是非、皆さんからもご説明をしていただけるとありがたく思います。

２、遠隔会議の実現に向けて

　協会と連絡協議会の役員との会議、連絡協議会の役員会など、これまでは役員が一つの会場に集合していました。そのために役員と通訳介助者の交通費や宿泊費、移動時間の通訳介助謝金が必要となり、コストが高くついていました。連絡協議会は皆様からいただいた大事な会費で運営していますから、できるだけ経費節約しながらも、最大限の成果を上げる必要があります。そこでｗｅｂを利用した遠隔会議の実現に取り組むことになりました。

　具体的にはスカイプというソフトを使って、各々の役員は各々の居住地で、各々の通訳介助者と一緒にｗｅｂに接続した遠隔会議に参加するという方法です。これが実現するならば、交通費、宿泊費、謝金コストを大幅に節約できます。そうすれば、これまでよりも頻繁に会議を開くことができるようになるかもしれません。

　また、このことは、各盲ろう者団体における役員会の開催スタイルとしても、参考になるモデルとなるかもしれませんね。

３、全国大会への取り組み

　全国盲ろう者大会は私たち盲ろう者にとっても、支援者にとってもとても重要な大会です。ですから、連絡協議会は大会の主催者である協会と連携をしながら、大会がよりよいものになるように取り組んでいます。昨年の千葉大会、いかがでしたでしょうか。とても良い大会でしたね。今年の神戸大会も皆さんで力を合わせて有意義な大会にしましょう。

　また、全国大会に参加が難しい方も沢山いらっしゃるので、各々のブロックにおけるブロック大会の開催が望まれるところです。各ブロックでの活動についても連絡協議会が開催のノウハウ提供という形で支援できればと考えています。

４、次の世代のリーダーを育てる

　盲ろう者福祉が継続して発展し続けるためには、後継者の育成がとても重要です。私は昨年のニューリーダー育成研修会に講師として参加しましたが、いるじゃありませんか。次の世代のリーダーとなる沢山の優秀な盲ろう者が。是非、皆さんには頑張ってほしいですし、各盲ろう者団体においても、新しいリーダーを育てていただけることを期待しています。

　さぁ皆さん、次の年度に向けて、準備を始めましょう。連絡協議会は全国の盲ろう者の気持ちを一つにします。

　来年度もどうか、よろしくお願いします。

２　ようやく日本が障害者権利条約に批准

事務局長　　庵　悟

　昨年（２０１３年）の１２月４日、参議院本会議において、「障害者の権利に関する条約（以下、障害者権利条約）」の批准の承認について全会一致で採択されました。これを受けて、１月２０日に日本政府から国連に批准書が提出され、２月１９日に発効、つまり、効力が発生することとなりました。国連に加盟しているのは１９１カ国。日本は１４１番目の批准国です。

　２００１年の国連総会で障害者権利条約について検討していくことが決まりました。障害当事者団体や関係者等が多数参加して、特別委員会が全部で８回開催されました。これには、国際障害同盟の一員として参加している世界盲ろう者連盟も参加していました。

　当初、教育に関する条文が書かれている第２４条の英単語「deaf-blind」が、世界盲ろう者連盟からの修正意見により、「deaf」と「blind」の間にあるハイフンがとれて、「deafblind」という表記に変わったという経緯があります。つまり、盲ろう者は独自の障害であることが国際的にも認められたのです。

　２００６年１２月１３日に国連総会で満場一致で採択されました。日本政府は２００７年９月２８日に障害者権利条約に署名しました。署名をしたということは、日本政府がこの条約の内容に合意したということです。同時に、その内容に沿って国内法を変えていく約束をしたということになります。

　批准するということは、障害者権利条約の内容に即して、日本国内の法律の整備が整ったという意味です。

　そこで、日本政府は、２００９年３月には批准にむけて動き出しました。それに対して、盲ろう者団体も含めた日本の障害者団体は基本的な法制度の条件整備を行ったうえでの批准を強く求め、拙速な批准には反対しました。

　その後、政府の責任において、障害当事者の実質的な参画の下で、障害者権利条約批准のための障害者制度改革が始まりました。障害者基本法の改正、障害者総合支援法、障害者差別解消法の成立、障害者雇用促進法の改正など、課題を多く残しつつも、国内法の整備が前進しました。

　一方、第２４条の「deafblind」の日本政府の公定訳案が当初、「重複障害」となっていました。全国盲ろう者協会、盲ろう児とその家族の会「ふうわ」、連絡協議会等盲ろう者関係団体が連携して、『「deafblind」を「盲ろう」と正しく訳してほしい』と、国の審議会等で訴えてきました。また、外務省、文部科学省、厚生労働省にも要望しました。その甲斐があって、このたび、日本政府が示した正式な日本語訳が、「盲聾」となりました。私たちとしては、「聾」という漢字は常用漢字でないこと、国や自治体等の公文書には「盲ろう」の表記が定着していることをとりあげ、「盲ろう」と表記してほしいと要望してきましたが、公定訳としては、国内の他の法律の条文との整合性が必要なので、漢字２文字の「盲聾」となりました。ただし、「聾」の漢字に‘ろう’というルビがつきます。

　障害者権利条約の目的は、障害者に特別な権利を与えるものではありません。障害のある人とない人が差別なく、分け隔てられることなく地域で安心して生活できる社会の実現にあります。

　そして、この条約は我が国においては、日本国憲法の次に優先される、国内法に強い拘束力を持つものです。

　盲ろう者があらゆる分野で、障害のない人と同じように自分らしく生活していけるように、この条約を武器にし、日本の盲ろう者福祉向上のために共に頑張っていきましょう！

３　２０１３年盲ろう者ICT関連の動きと今後の
　　展望

委員　　九曜　弘次郎

　私が管理者を務めている「盲ろう者のハイテク機器活用メーリングリスト」では、年末にその年の盲ろう者を取り巻くICT関連の動きを振り返っています。

　今回は、昨年末に投稿した記事を再編集し、こちらに掲載させていただくことになりました。

　昨年は、Windows8.1のリリース、スマートフォンのさらなる普及もいったニュースが話題を呼びましたが、それでは盲ろう者を取り巻くICT関連の動きはどうだったでしょうか？

○ KGSブレイルメモ販売終了、BMスマートに

　国内でもっとも利用者の多い（株）KGSの点字電子手帳「ブレイルメモ」が、２０１３年の中旬、全機種販売終了され、それに代わって「BMスマート」が発売されることが同社から発表されました。

　BMスマートは、点字文書に加え、テキスト文書の作成、音声読み上げ、デイジー録音図書の再生、ボイス録音といった機能が搭載されています。

　これまで盲ろう者の皆さんから寄せられた感想は

「点字ディスプレイに音声読み上げなど必要ない」

「盲ろう者にはデイジー再生やボイス録音機能など必要ない」

「余計な機能が付いて価格が高くなった」

　等、あまりよい評判を聞きませんが、今後どうなっていくかが注目されます。

○ エクストラ、ブレイルセンスオンハンド U2ミニ 発売

　年末も押せ詰まった２０１３年１２月、また新たな点字情報機器発売のニュースが流れてきました。

　このところ盲ろう者の間で利用者が増えてきている、韓国HIMS（日本語版は（有）エクストラ）の点字PDA「ブレイルセンス」シリーズですが、新たに「ブレイルセンスオンハンド U2ミニ」が発売されました。

　これまでのブレイルセンスと同様、メールやインターネットの閲覧はもちろん、新たにエクセルファイルの閲覧、メインメモリの増加、CPUパワーの強化など、これまでのブレイルセンス オンハンドが機能強化され、ブレイルセンスＵ２とほぼ同等の機能を搭載しながらわずか４２７グラムという軽量・コンパクトな点字PDAです。

　盲ろう者が外出先から連絡を取ったり、情報を集めたりするツールとして注目が集まっています。

○ Windows用スクリーンリーダー

　まずは、最新のWindows 8.1への対応について見ていきましょう。

　（株）高知システム開発製の「PC-Talker+BrailleWorks」が、いち早く最新のWindows 8.1に対応しました。

　それから、無料のスクリーンリーダーとして最近注目を集めている「NVDA」というスクリーンリーダーがあります。点字ディスプレイへの対応も進み、盲ろう者が使えるスクリーンリーダーの１つとして選択肢に加えてもいい段階になってきました。こちらもWindows 8.1に対応しています。

　その他のスクリーンリーダーの対応状況としましては、米Freedom Scientific製（日本語版は（有）エクストラ開発）の「JAWS」は、１月末に修正版が公開され、Windows 8.1に対応しました。

　それから、Kazusoft開発の「Catwalk」は昨年バージョンアップが行われませんでしたが、『新たに「Catwalk2」として１から開発を行っている』と作者自身がサポートメーリングリストに報告をされていましたので、近々新しいバージョンがリリースされるのではないかと思います。

　ところで、気になるのが、「Focustalk V3 for Braille」の存在です。このスクリーンリーダーは、２０１０年に全国盲ろう者協会が、郵便事業株式会社年賀寄付金配分事業の助成を受け、盲ろう者向けスクリーンリーダーソフト開発事業として開発されたものです。しかしながら、２０１０年末を最後に３年以上新バージョンのリリースがなく、Windows 8にも対応していません。音声のみに対応したバージョンの方は昨年中頃に新バージョンがリリースされていますので、是非点字に対応したバージョンの開発も期待したいところです。

○ 今後の展望

　さて、の本年４月９日、マイクロソフト社はWindows XPのサポートを終了するとしています。XPの時代にパソコンを始めた盲ろう者が多いことや、当初盲ろう者が使えるスクリーンリーダーの新OSへの対応が遅れたことなどの理由から、まだまだXPを現役で利用している盲ろう者が相当数いるのではないかと推測されます。

　新しいOSを利用するには、ほとんどの場合パソコン本体を買い換えなければならず、さらには操作方法も異なるため、新たに操作方法を覚え直さないといけないなど、盲ろう者にとって多くの負担を強いられることになります。

　こういったハードルをうまく乗り切っていけるかが、大きな課題になるのではないかと思います。

　また、スマートフォンやタブレット端末も注目を集めており、盲ろう者のなかでも弱視の方を中心に利用者が広まってきています。こういった端末に、盲ろう者が利用できる機能が搭載されるかなども注目したいところです。

４　連絡協議会の活動報告

２０１３年８月１６日以降、以下の活動を行いました。

　８月２４日（土）　連絡協議会役員会（千葉市中央コミュニティセンター）

１０月１５日（火）　メールマガジン第１９号発行

１２月　６日（金）　協会と連絡協議会三役との懇談会（東京都障害者福祉会館）

１２月１５日（日）　メールマガジン第２０号発行

　２月１５日（土）　機関誌第１３号発行

※その他、障害者政策委員会、聴覚障害者制度改革推進中央本部、日本障害フォーラム等の各種会議において、盲ろうの代表として全国盲ろう者協会の名前で出席し、意見書提出等に取り組みました。また、全国盲ろう者協会主催の全国盲ろう者地域団体ニューリーダー育成研修会、ブロック会議、全国大会実行委員会等各種事業の企画運営に連絡協議会代表として参加しました。

５　【連載】各地の盲ろう者団体の活動

　このコーナーでは、各地の盲ろう者団体の活動の様子などを掲載しています。今回はＮＰＯ法人千葉盲ろう者友の会の活動を紹介します。

「千葉盲ろう者友の会の活動を振り返って」

ＮＰＯ法人千葉盲ろう者友の会

理事長　　石川　隆

　千葉盲ろう者友の会は、平成１６年１１月に設立し、今年１１月に設立１０周年を迎えます。１０周年を記念しての行事を計画中です。

　千葉盲ろう者友の会を設立してから今までの活動を振り返ってみたいと思います。

　友の会を設立した当初の会員は２０数名でした。それがいまや会員は１３０名近くまで増えました。盲ろう者は設立当初は９名でしたが、昨年２名の新しい盲ろう者が増えて、現在は２６名の盲ろう者が登録しています。今年１月に行われた友の会の新年会に、新しく登録された盲ろう者の方がはじめて交流会に参加されました。

　千葉盲ろう者友の会の活動ですが、第二土曜日にコミュニケーション勉強会、第二火曜日にユーユーサークル（指点字と指文字の勉強会）、第三土曜日に交流会、第四日曜日に理事会を開いています。

　交流会は、理事の盲ろう者を含め担当者６人がその都度担当者会議を開いて、交流会の内容を決めています。「友の会からのお知らせ」は毎月１回発行しています。また、千葉盲ろう者友の会のホームページを設置し、行事予定などをお知らせしています。

　千葉県内で行われている各地域の福祉まつりに４カ所、バザーと盲ろう者のコミュニケーション体験コーナーを出店しています。地域や社会に盲ろう者のことを知ってもらうことを目的に７年前からこの活動を続けています。盲ろう者のコミュニケーション体験コーナーでは、６０人～８０人くらいの人が友の会のブースに来て、点字と指点字、指文字や手話を体験されています。

　県が主催する「盲ろう者向け通訳・介助員養成研修会」は、友の会を設立した当初は社会福祉法人「愛光」に委託され、盲ろう者が講師として協力していました。千葉盲ろう者友の会がＮＰＯ法人格を取得した平成２１年度からは、養成事業と派遣事業ともに、千葉盲ろう者友の会に委託されています。

　千葉市議会議員の方が平成２５年１２月１２日の議会において、盲ろう者の参政権保障について一般質問しました。議会で、盲ろう者の参政権について取り上げられたことはおそらく全国で初めてのことだと思います。そして、今年の１月３１日（金）に選挙のことでの困りごとについて、千葉市の選挙管理委員会と話し合いの場を設けていただくことになりました。

　現在の課題は、友の会の事務所がないことです。友の会の事務所は、友の会を設立した当初からの夢でしたが、県の施設はどこも空きがなく、友の会の事務所を持つことが難しい状況です。派遣事務所は千葉聴覚障害者センター内の一室を借りていますが、今後は、友の会の事務所を持つことができるようにして行きたいと思っています。

【沿革】

　平成１６年１１月７日　千葉盲ろう者友の会設立総会を開く

　平成１６年度　盲ろう者通訳・介助員養成研修事業が開始される

　平成１７年１１月　故榎本悠起枝さんを招いて「設立１周年記念講演会」を開催

　平成１８年度　千葉県盲ろう者通訳・介助員派遣事業が開始される

　平成１８年１０月　初の一泊旅行、以降一泊旅行と日帰り旅行を毎年交互に実施

　平成１９年１０月　愛光秋まつりにバザーで参加、以降毎年出店

　平成２０年２月　盲ろう者の支援はどうあるべきかを考えるミニタウンミーティングを開催

　平成２０年１２月　八千代とっておきの福祉まつりにバザーと盲ろう者のコミュニケーション体験コーナーで参加、以降毎年出店

　平成２１年４月　ＮＰＯ法人設立総会を開く

　平成２１年７月２７日　ＮＰＯ法人千葉盲ろう者友の会が正式に承認される

　平成２１年度　盲ろう者のための生活訓練事業を開始

　平成２２年３月　福島智さんを招いて「設立５周年記念講演会」を開催

　平成２２年５月　新芽まつりに盲ろう者のコミュニケーション体験コーナーで参加、以降毎年出店

　平成２３年２月　聴覚障害者日曜教室を開催、以降不定期で実施

　平成２４年３月　ＮＰＯ・市民活動見本市にバザーと盲ろう者のコミュニケーション体験コーナーで参加、以降毎年出店

　平成２５年８月２３日～２５日　第２２回全国盲ろう者大会が幕張メッセ国際会議場で開催される

６　連絡協議会加盟団体

　現在、加盟団体は３２団体です。

札幌盲ろう者福祉協会

岩手盲ろう者友の会

山形県盲ろう者友の会

栃木盲ろう者友の会「ひばり」

ＮＰＯ法人群馬盲ろう者つるの会

埼玉盲ろう者友の会

ＮＰＯ法人千葉盲ろう者友の会

ＮＰＯ法人東京盲ろう者友の会

神奈川盲ろう者ゆりの会

新潟盲ろう者友の会

富山盲ろう者友の会

石川盲ろう者友の会

岐阜盲ろう者友の会

静岡盲ろう者友の会

愛知盲ろう者友の会

三重盲ろう者きらりの会

京都盲ろう者ほほえみの会

ＮＰＯ法人大阪盲ろう者友の会

ＮＰＯ法人視聴覚二重障害者福祉センター「すまいる」

ＮＰＯ法人兵庫盲ろう者友の会

奈良盲ろう者友の会「やまとの輪」

ＮＰＯ法人和歌山盲ろう者友の会

岡山盲ろう者友の会

広島盲ろう者友の会

山口盲ろう者友の会

徳島盲ろう者友の会

香川盲ろう者友の会

ＮＰＯ法人えひめ盲ろう者友の会

福岡盲ろう者友の会

長崎盲ろう者友の会

熊本盲ろう者夢の会

沖縄盲ろう者友の会

７　編集後記

編集担当　　石川　隆

　少しずつ日が長くなってきました。最近は、暖かかったり、寒かったりと、寒暖の差が激しいですが、みなさんお変わりありませんか？

　先日、歯が痛くなったので歯医者さんに行きました。そしたら、「抜きましょう！」と言われ、右奥歯上の歯を１本抜きました。痛かったです。（涙）

　小さな機関誌ですが、連絡協議会の活動を広くお知らせするため今後も続けて発行していきたいと思います。機関誌に関するご意見・ご要望などがありましたらお寄せください。

　次回の機関誌は８月に発行予定です。お楽しみに。

２

